































































    非常に　大変 (に )　はなはだ　ごく　すこぶる　極めて　至って　とても　／　大分　随分
    相当　大層　かなり　よほど　／　わりあい　わりに　けっこう　なかなか　比較的　／
    すこし　ちょっと　少々　多少　心持ち　やや
    〔他のモノゴトとの比較性のつよいもの〕
    もっとも　いちばん　／　もっと　ずっと　一層　一段と　ひときわ　／　はるかに　
    よけい (に )　／　より
  ・「程度の概念に近いもの」＝「(数 )量の概念」（同）
    量副詞――たくさん　いっぱい　残らず　たっぷり　どっさり　ふんだんに
    概括量副詞――ほとんど　ほぼ　だいたい　おおむね　おおよそ
    数量名詞――全部　全員　大部分　あらかた　半分　少数　／　二つ　三人　四個　／　






















       評価性　←　　　　　　　　　･･････　　　　　　　　　→　程度性
    ［コトに対する評価副詞］――［サマに対する評価］――［サマについての程度副詞］
以上は、「あくまでも程度副詞を基本的にはことがら成文に属するもの」とする立場からの見方とし、
工藤 (1983)は「評価」（陳述）の側面から程度副詞を見てみることを次のように提言する。
























































♽ 㘃 Ყセ ⴫⃻ᕈ ㊂ ⹏ଔ
䈫䈩䉅 㬍 㛳གྷ ᄢ 㕖⹏ଔ♽
⚿᭴ 㬍 ⣕ ᔨ 䋨ᄢ䋩
ᄙዋ 䂾 ෻ᦼᓙ ዊ














































䂾 㬍 㩷㩷䇭㩷㊂⒟ᐲ䈱೽⹖䇭䋻䇭 䉋䈾䈬䇭䈝䈇䈹䉖㩿䈫㪀䇭䈎䈭䉍䇭⚿᭴䇭
䂾 䂾 ᄙዋ䇭ዋ䈚䇭䈤䉊䈦䈫䇭䈇䈘䈘䈎㵺╬



































大きいことを表す「(大 )1」の「かなり類」と「(大 )2」の「結構類」である。「(大 )2」とは、度合い












ዊ ᄙዋ㘃 ᄙዋ㘃 䈎䈭䉍㘃㩷䋻㩷䈎䈭䉍䇭䈣䈇䈹㩷⋧ᒰ䇭䈝䈇䈹䉖
䋨ᄢ䋩㪉 ⚿᭴㘃 䋨⚿᭴㘃䋩 ⚿᭴㘃㩷䋻㩷㩷⚿᭴㩷䈭䈎䈭䈎䇭䉒䉍䈮㩿䈫㪀
䋨ᄢ䋩㪈 䈎䈭䉍㘃 䈎䈭䉍㘃 䉅䈦䈫㘃㩷䋻㩷䉅䈦䈫㩷䈝䈦䈫䇭䈇䈦䈠䈉
䈫䈩䉅㘃㩷䋻㩷䈫䈩䉅㩷㕖Ᏹ䈮䇭䈜䈖䈹䉎䇭ᭂ䉄䈩

























  (4) この夏休みは、宿題がかなり／ ?結構／多少出ている。
この構文で「結構」がそれほど不自然に感じなくても、次のように「たくさん」を〈物量が多くあ
る状態〉を表す語として、その程度限定に「結構」を用いた方が、より自然に感じられるだろう。
  (5) この夏休みは、宿題が結構　たくさん　出ている。
 「たくさん」を程度限定する構文は〔程度系の構文〕となるため、(5)の「結構」の位置には、仁田
(2002)で言うところの純粋程度の副詞である「とても類」の入るのが自然である。
  (6) この夏休みは、宿題がとても　たくさん　出ている。
さらに (5)の構文には、程度限定の用法として「かなり類」・「多少類」も入る。






























    （オリコンランキング；調査開始日2008/07/12； http://oriran.com/r/r20018976.html；























  (13) 皆元気で結構だ。＜結構類＞













































このような評価性の強弱と程度性との関係について、工藤 (1983: 185)は、「意外に (も )」を例に挙げ、
「ことがら評価的には「意外にも」の形、程度用法には「意外に」の形というふうに分化しつつある。」
と述べた上で、「分化」という用語を使い、次のように説明している。



























   なお、工藤 (1983)は評価性・程度性の性質の強さを「濃淡」で表しており、本稿でも工藤の記
述を受けて「濃淡」を用いた部分もあるが、基本的には「強弱」で表現している。








（ 6） 「ばかに」は、工藤 (1983:183)で、極度を表す程度副詞の「d　異常さ　評価的」とされる中に
類別されている。渡辺 (1990)のように「評価」の視点から程度副詞を考える立場の場合、「異
常さ」はある集合の中で他と異なる
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ことを表すため、他の極度を表す程度副詞類に比べると評
価的なものとして捉えたと推測される。
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